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湖南市第五次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定業務委託 

にかかるプロポーザル実施要領 

 

 

１．目的 

本計画は、地域福祉の推進を図るため、現計画を改定し「地域共生社会」を実現する

ための計画として、社会福祉法第 107 条および第 109 条に基づき新たに「湖南市第五次

地域福祉計画・地域福祉活動計画」を策定するものである。 

また、湖南市総合計画をはじめとする上位計画や関連計画との整合を保つとともに、

平成 30 年（2018 年）４月 1 日施行の改正社会福祉法第 107 条第１項に規定される 

事項、および令和３年（2021 年）４月１日施行の改正社会福祉法第 106 条の４第２項  

に規定される重層的支援体制整備事業の実施に関する事項等を盛り込むなど、その内 

容は多岐にわたる。 

これら計画に盛り込むべき事項を漏れなく網羅していくためには、専門的な知見や 

企画能力、技術力が求められることから、公募型のプロポーザル方式により、提案力や

技術力、問題解決力の優れた業者を募集するものである。 

 

 

２．業務の概要 

(１) 業務名      湖南市第五次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定業務委託 

 

（２） 業務内容    別添「仕様書」のとおり 

 

(３) 履行期間    契約締結日（令和７年６月下旬）～令和９年３月 31 日 

 

（４） 業務量の規模  本業務の参考業務規模は 6,567,000 円（消費税込）の範囲内を想 

定する。（内訳：令和７年度：3,212,000 円、令和８年度： 3,355,000

円） 

 

 

３．委託者選定方法 

  公募型プロポーザル方式 

 

 

４．参加資格  

このプロポーザルに参加しようとする者は、次に掲げる条件をすべて満たすものと 

する。  

（１）  令和７年（2025 年）度、令和８年（2026 年）度湖南市競争入札参加資格者名簿に

登録されていること。  

 

（２）  地方自治法施行令（昭和 22 年（1947 年）政令第 16 号）第 167 条の４第１項の規 

定に該当しない者および同条第２項の規定に基づく湖南市の入札参加制限を受け 

ていない者であること。  

 

（３）このプロポーザル方式実施の公告の日から委託業務契約締結の日までの間のいず 

れの日においても、湖南市建設工事等入札参加停止基準の規定に基づく指名停止 

期間中でないこと。 



2 
 

（４）法人税、法人事業税、消費税および地方消費税を完納していること。 

 

 

５．全体スケジュール 

（１）  公募の開始  

令和７年（2025 年）５月 20 日（火）から市ホームページにて提出書類等のダウン

ロードが可能である。 

 

（２）質問の受付 

（様式４）により電子メールで受付 

令和７年（2025 年）５月 20 日（火）から５月 28 日（水）正午まで受付をする。 

※メール件名に「プロポーザル質問・送信年月日・会社名」を入力すること。 

※メール送信後、湖南市役所福祉政策課福祉総務係に送信確認の電話をすること。 

※質問の回答は、６月４日（水）午後５時までに市ホームページ上で公開する。 

 

（３）提案書等の提出 

令和７年（2025 年）６月９日（月）から６月 16 日（月）までの午前８時 30 分か 

ら午後５時 15 分までに下記提出書類（ア～カ）等を湖南市役所福祉政策課福祉総 

務係に持参するか、郵送（６月 16 日（月）必着）で提出をすること。 

 

（４）プレゼンテーション審査 

令和７年（2025 年）６月 24 日（火）午後１時 30 分以降の開始を予定している。 

   ※詳細な時間は６月 17 日（火）午後５時までに電子メールにて通知をする。 

 

（５）結果通知 

   令和７年（2025 年）６月 27 日（金）の午後５時までに、プレゼンテーション参加 

事業者全員に審査の結果を電子メールにて通知をする。 

 

 

６．提出書類等 

（１） 提出書類 

  ア プロポーザル参加表明および企画提案書提出届（様式１） 

  イ 会社概要（Ａ４版、様式任意） 

    以下の項目は必ず記載すること 

    事業者名、本社所在地、技術者数、業務内容 

    連絡先（担当者氏名、電話番号、ＦＡＸ番号、Ｅ-mail アドレス） 

  ウ 業務経歴書（様式２）…最近５年間の関連業務の契約実績 

  エ 配置予定者調書（様式３－１・２）…本業務における配置予定者 

  オ 本業務の企画提案書（Ａ４版、様式任意、12 ページ以内） 

  カ 参考見積書（Ａ４版、任意様式：業務内容ごとに内訳金額がわかる形式とする） 

 

（２） 提出部数  各６部（正本１部、副本５部） 

 

（３） 提出方法  持参または郵送（必着） 

 

（４） 提 出 先  湖南市健康福祉部福祉政策課福祉総務係 

〒520-3288 滋賀県湖南市中央一丁目１番地 

         電話：0748-71-2359（直通） FAX：0748-72-3788 
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７．企画提案書の作成要領 

（１）提出する書類の規格は、Ａ４版とする。両面可。 

 

（２）  企画提案書は、１社１案とし、ＰＲしたいポイントや記載内容の理由・背景など、

提案趣旨を明確に示し、定められたページ数以内にまとめること。 

 

（３） 「仕様書」の業務内容を踏まえ、以下の内容を盛り込むこと。 

  ア 序論 

     本事業の趣旨をもとに事業に対する考え方を明示すること。 

  イ 実施方針 

     仕様書の業務内容ごとにできるだけ詳細に記載すること。 

  ウ その他 

     事務局と委託業者の作業の役割分担および業務の実施スケジュール。 

 

 

８．審査 

（１） 企画提案の選定予定日等 

  ア 選定方法 業務経歴等の書類審査・企画提案プレゼンテーション審査による。 

  イ 日時   令和７年６月 24 日（火）午後１時 30 分以降 

  

（２） 審査項目 

審査項目 全体に占める割合 評価基準 

１ 業務経歴 １０／１００ 別紙１ 

２ 業務実施体制 ２０／１００ 別紙１ 

３ 企画提案書に対する評価 ７０／１００ 別紙２ 

  

（３） 審査方法 

  ア 湖南市職員・湖南市社会福祉協議会職員で構成する選定委員会を設置し、各選

定委員が提案についてそれぞれ審査を行う。ただし、提示金額が２の(4)で示す

業務量の規模を超えている場合はその企画書は審査から除外する。 

  イ 審査方法は、審査項目ごとの評価点数の合計点数にて競う「総合評価方式」によ

り行う。 

 

（４） 契約予定者の選定 

    審査の結果、総合点数の最も高い企画提案書等を提出した事業者を契約予定 

者として選定する。 

 

（５） 審査結果の通知 

     審査終了後、プロポーザル参加表明および企画提案書提出届に記入された連絡先  

   担当者のメールアドレスへ令和７年（2025 年）６月 27 日（金）の午後５時まで速

やかに通知する。 

 

 

９．提案者の失格 

 次のいずれかに該当する場合は失格とする。 

（１）提出書類に虚偽の記載があった場合。 
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（２）会社更生法等の適用を申請する等、契約を履行することが困難と認められる状況に 

至った場合。 

 

（３） 審査の公平性を害する行為があった場合。 

 

（４） 前各号に定めるもののほか、企画提案にあたり著しく信義に反する行為等があっ 

た場合。 

 

 

10．提案書類の帰属等 

（１）提出された企画提案書は、採択・不採択にかかわらず返却しないものとする。 

 

（２）採択された企画提案書の著作権は、湖南市に帰属するものとする。 

 

（３） 事業実施による成果品に関する権利は、すべて湖南市に帰属する。 

 

（４）企画提案書等の作成経費や旅費等の必要経費等は提出者の負担とする。 

 

 

■問い合わせ先 

  湖南市健康福祉部福祉政策課福祉総務係 藤田 

 〒520-3288 湖南市中央一丁目１番地（東庁舎） 

 電話：0748-71-2359（直通） FAX：0748-72-3788 

E-Mail：fukusei@city.shiga-konan.lg.jp 
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（様式１） 

 

プロポーザル参加表明および企画提案書提出届 

 

 湖南市第五次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定業務委託にかかるプロポ

ーザル実施要領により、別添のとおり関係書類を添えて参加を表明します。 

 

令和  年  月  日 

 

湖南市長  松浦 加代子  あて 

 

 （提出者） 

              住所：〒 

              法人等名称： 

              代表者名： 

              電話番号： 

 

 （連絡先担当者） 

              部署名： 

              担当者名： 

              電話番号： 

              ＦＡＸ番号： 

              E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ： 
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（様式２） 

 

業務経歴書 

 

代表事業者名            

 

発注者 契約期間 業務名・業務内容 
契約金額 

（税抜き） 

 

 

 

 

～ 

  

 

 

 

～ 

  

 

 

 

 

～ 

  

 

 

 

 

～ 

  

 

 

 

 

～ 

  

 

１ 同種業務の契約実績を以下の条件に基づき記入すること。 

・最近５年間に元請として契約した代表的な業務 
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（様式３－１） 

配置予定者調書（管理責任者） 

 

事業者名             
 

代表者名             

 

氏名・年齢 

所属・役職 

 主な実績（５件まで記入） 現在の手持ち業務内容 

および件数 ※発注者・契約期間・業務名・契約金額（税抜き） 立場（役職）等 

氏名 

          

（   歳） 

所属・役職 

          

実務経験年数 

     年 

（資格名） 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１） 実務経験年数は、調査研究分野における経験年数を記入すること。 

（注２） 主な実績の※欄に関しては、様式第２号業務経歴書に記入がある場合は、業務名のみ記入し、他は省略可。 

（注３） 実績は、同種業務、類似業務の順で優先し記入すること。 

（注４） 立場（役職）等の欄に関しては、①管理責任者またはこれに準ずる立場 ②主たる担当者 ③補助的な立場 より選択し、記入

する実績は、同種業務、類似業務の順で優先し記入すること。 



8 
 

（様式３－２） 

配置予定者調書（担当者） 

 

事業者名             
 

代表者名             

 

氏名・年齢 

所属・役職 
 主な実績（１名につき１件記入） 現在の手持ち業務内容 

および件数 ※発注者・契約期間・業務名・契約金額（税抜き） 立場（役職）等 

氏名 

          

（   歳） 

所属・役職 

         

実務経験年数 

     年 

（資格名） 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

  

氏名 

          

（   歳） 

所属・役職 

         

実務経験年数 

     年 

（資格名） 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

  

（注１） 実務経験年数は、調査研究分野における経験年数を記入すること 

（注２） 主な実績の※欄に関しては、様式第２号業務経歴書に記入がある場合は、業務名のみ記入し、他は省略可。 

（注３） 配置を予定している担当者が複数の場合は、同種業務、類似業務の順で実績のある者で、手持ち業務件数が５件未満の者を優先

し２名まで記入すること 
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（様式４） 

質 問 書 

事業者名           

代表者名           

質 問 内 容 質 問 理 由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所の名称・所在地 

および担当部署 
 

担 当 者 氏 名  

連絡先（電話番号） 

  （ＦＡＸ番号） 
 

電子メールアドレス  
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別紙１（湖南市第五次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定業務委託） 

 

 

審査項目１・２の評価基準 

 

 

評価項目 
評価の着眼点 評価の割合 

 判定基準  小計 

業務経歴 

同 種 ま た は 類

似 業 務 の 実 績

（実績の有無、

件数） 

過去の実績を下記の順位で評価する。 

①  同種業務の実績がある。 

②  類似業務の実績がある。 

なお、業務実績がない場合は評価の対象と

しない。 

５ 

10 

地域実績 
滋賀県内で業務実績がある場合に評価す

る。 
５ 

業務実施

体制 

管

理

責

任

者 

同 種 ま た

は 類 似 業

務 の 実 績

（実績、件

数、携わっ

た立場） 

同種または類似業務の実績がある。 

なお、実績がない場合は評価の対象としな

い。上記に加え、実績の立場を下記の順位

で評価する。 

①  管理責任者またはこれに準ずる立場 

②  主たる担当者 

③  補助的な立場 

５ 

20 

実 施 中 の

業 務 の 件

数 

現在実施中の業務が 10 件以上の場合は、評

価の対象としない。 ５ 

担

当

者 

担当者に関する評価項目については、評価対象人員を２

名とし、その平均点（配置職員が２名に満たない場合は、

２で除した数値）で評価する。なお、現在実施中の業務

が５件以上の場合は、評価対象としない。 

 

同 種 ま た

は 類 似 業

務 の 実 績

（ 実 績 の

有無、配置

人員） 

過去の実績（１人につき１件）を下記の順

位で評価する。 

①同種業務の実績がある。 

②類似業務の実績がある。 

なお、すべての担当者において業務実績が

ない場合は評価の対象としない。 

５ 

実 施 中 の

業 務 の 件

数 

すべての担当者において、現在実施中の業

務が 10 件以上の場合は、評価の対象としな

い。 

５ 

小計 30 30 
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別紙２（湖南市第五次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定業務委託） 

 

 

審査項目３の評価基準 

 

企画提案書に対する評価 

評価項目 評価事項 

評価基準点 

Ａ 

（10） 

Ｂ 

（８） 

Ｃ 

（６） 

Ｄ 

（４） 

Ｅ 

（２） 

1.取組方針の妥当

性 

本業務における取組

方針は妥当である

か。 

極めて 

妥当 
妥当 普通 

やや 

不十分 
不十分 

2.地域の現状・課

題の把握 

地域の現状・課題を

的確に把握した提案

がなされているか。 

極めて 

良好 
良好 普通 

やや 

不十分 
不十分 

3.目標予測の提案 
目標に見合った提案

がなされているか。 

極めて 

良好 
良好 普通 

やや 

不十分 
不十分 

4.地域福祉計画・

地域福祉活動計画

策定の提案 

地域福祉計画・地域

福祉活動計画策定に

かかる提案に実現性

があり、妥当な提案

がされているか。 

極めて 

良好 
良好 普通 

やや 

不十分 
不十分 

5.協議および計画

策定委員会の提案 

業務の提案内容は論

理的であり、実現性

があるか。 

極めて 

良好 
良好 普通 

やや 

不十分 
不十分 

6.成果品の実現性 
成果品に対し、実現

性があるか。 

極めて 

良好 
良好 普通 

やや 

不十分 
不十分 

7.経費の適正性  

所要経費の積算は、

実施内容を勘案して

適正か。 

極めて 

良好 
良好 普通 

やや 

不十分 
不十分 

小   計 70 点満点 
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別紙３（湖南市第五次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定業務委託） 

 

 

選定審査表 

 

事業者名             

 

審査項目１・２ 

評価項目 評価基準点 評価点記入 

業務経歴 10 点満点  

業務実施体制 20 点満点  

小 計 Ⓐ 30 点満点  

審査項目３ 企画提案書に対する評価 

評価項目 
評価基準点 

評価点記入 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

1.取組方針 10 ８ ６ ４ ２  

2.地域の現状・課題の把握 10 ８ ６ ４ ２  

3.目標予測 10 ８ ６ ４ ２  

4.地域福祉計画・地域福祉活

動計画策定の提案 
10 ８ ６ ４ ２ 

 

5.協議および策定委員会 10 ８ ６ ４ ２  

6.成果品 10 ８ ６ ４ ２  

7.経費 10 ８ ６ ４ ２  

小 計 Ⓑ  70 点満点  

   合 計 Ⓐ＋Ⓑ  100 点満点  

 

 

 

選定委員氏名                  

 

 


